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ThemeScape（テーマスケープ）とは

グローバルな観点から特許情報を解析するには、 Derwent  World Patents Index (DWPI)
をご利⽤いただくことをお勧めいたします。

DWPIは、世界中の特許を統一した言語(英語)で作成し、一貫性をもった基準で作成されていま
す。また、多国出願による同種のコンテンツの重複も避けることができます。その解析結果の精
度は、より優れたものとなり、解析の⾓度もより多彩となります。 Derwent Innovation 上の
テーマスケープ（ThemeScape）はDWPIのコンテンツをシームレスに解析できます。

• Derwent Innovation 上のテーマスケープ
（ThemeScape）は知的財産に関する情報をテキスト
マイニングするツールです。

• 解析結果は等高線マップで表現されます。得られた
マップに対して、さらに数多くの項⽬で再検索でき、
様々な⾓度から俯瞰的に知的財産に関する全体像を俯
瞰ることができます。

*テキストマイニングは、⼤量の特許⽂献の⽂書
データを様々な観点から解析し、頻出度の⾼いワード
間の関連性をマップとして表示することができます。
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ThemeScape（テーマスケープ）とは:
文献のプロファイル（各単語の出現回数・統計）

文書A 文書B 文書C
抄録
・・・・・・
・・・・・・

抄録
・・・・・・
・・・・・・

抄録
・・・・・・
・・・・・・
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D関連

E関連

F関連

G関連C関連

B関連

A関連

テキストマイニングという単語解析・統計手法によってコンピュータで
⾏う分類仕分け

⼤量の⽂献
H関連

G関連

ThemeScape（テーマスケープ）とは:
プロファイル結果を基に仕分け
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ThemeScape（テーマスケープ）とは: 
仕分けた類似の文献群をThemeScapeマップへ
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解決手段マップ（新規性マップ）

 分析データ︓DWPI 新規性

用途マップ

 分析データ︓DWPI用途

課題マップ（優位性マップ）

 分析データ︓DWPI優位性

主なThemeSapeマップの種類

 例︓各社（⾃社・または他社）の研究開発・事業領域の現状把握

DWPI用途マップ DWPI優位性マップ DWPI新規性マップ

各社の事業領域 各社の解決課題 各社の得意技術

主な3つの分析軸

Derwent Innovationで⺟集合を検索

特許情報

検索結果のDWPIデータを
ThemeScape分析

★新規性・・・どんな技術か︖

★⽤途・・・利⽤⽤途は︖

★優位性・・・課題の解決・発明の効果は︖

DWPI抄録︓簡潔で分かりやすい英語で統⼀



ThemeScape解析事例
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ThemeScapeマップ例︓特許情報から自社・他社の技術分布を知る-①

⾃動運転⾃動⾞の関連技術の新規性マップ
⺟集合はDWPI⽤途に「⾃動運転⾃動⾞」が含まれる特許（ファミリー）

移動体・
ロボットなど

レーザー検知・
LIDARなど

画像情報でコント
ロール

⾛⾏レーン・新しい
軌道、自動運転

モード

道路ネットワーク
と⾃動⾞の牽

引

クライアントのコ
ンピュータ・自動
運転サービス

データの保管利
用

データに基く運転ア
クション

物体の検出

外部環境検出

動作の変化
検出

自動運転と
手動運転の

スイッチ

パラメータで運転レ
ベル・燃料コント

ロール

自動運転のタ
スク

障害物の
回避

音声インプット、イン
プットボタン

軌道コントロール
ルート特定

ハンドル収納
ハンドル上のボタン

運転支援
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ThemeScapeマップ例︓特許情報から自社・他社の技術分布を知る-②

⾃動運転⾃動⾞の関連技術の新規性マップ
⺟集合はDWPI⽤途に「⾃動運転⾃動⾞」が含まれる特許（ファミリー）
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ThemeScapeマップ例︓２社間得意分野分析︓
M&Aを検討時の技術マップ 買収した会社A (赤) 買収された会社B(⻘）
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ThemeScapeマップ例︓企業の技術開発トレンド

例︓IPC分野H04N (Pictorial Communication) について、3社(ソニー、パナソ
ニック、東芝) の技術開発のトレンドを俯瞰する

Lens
Zoom
Power

⾚︓SONY 緑︓Panasonic ⻩︓Toshiba

Toshibaはレンズのズームに関する技術開発には注⼒していない。

• Analyze処理︓抄録-DWPI新規性
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ThemeScapeマップ例︓特定技術のオーソリティ調査

例︓固体⾼分⼦型燃料電池 (Solid Polymer electrolyte fuel cell ）について学術文
献データベースを使⽤した検索に基づいて解析し、その技術分野のオーソリティを
発⾒する

① 拡大表示

② 等高線を使用して範囲指定

③ドキュメントをエクスポート

④ 被引用数で並び替え
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ThemeScapeマップ例︓技術⽤途・新規性解析

例︓ カーボンナノチューブについて、DWPI-⽤途を使⽤して検索し、利⽤⽤途を俯瞰する。
また、そのマップの一部（製造方法）に絞り、製造方法の新規性を俯瞰する。

デバイス

燃料電池

プローブ顕微鏡ディスプレー（FED,etc.）

トランジスター

製造

材料

リチウム二次電池

ライフサイエンス

デジタル,PC

フィルム

イメージ・プリンター

製造に注目、DWPI新規性で解析
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ThemeScapeマップ例︓技術⽤途・新規性解析
カーボンナノチューブ製造（用途）の新規性マップ

アーク放電

CVD法

ニッケル等⾦属触媒

電子ビーム照射

層形成、エッチング

混合組成

固体触媒反応
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ThemeScapeマップ例︓技術の時系列推移

近年では、医療分野での出願が多い傾向にある最近では、医療分野に出願が多いことが分かる
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ThemeScapeマップ例︓⽂献による研究動向調査

酸化熱分解

遺伝子キャリア

タンパク質薬物送達

インプラント



ThemeScapeマップの仕組み
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ThemeScapeマップ作成の仕組み
STEP1︓HARVEST

特許のリストからテキストを
ThemeScape のDBに
ロード

ThemeScape 
Database

•ストップワードを適応

語幹処理（語尾変化対応）
とインデックス化
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ThemeScapeマップ作成の仕組み
STEP2︓ANALYZE
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• TFIDF計算︓Term Frequency/Inverse Document Frequency

• TFIDFにより⾼頻度/低頻度ワードを除外する

•トピックリスト（Topics List）を作成
…….

Nは⺟集合
dfiはワードiが登
場する文献の数

よく登場するワー
ドの場合、log値
が小さくなる

文献 j に登場す
るワード i の頻度

よく登場するワード
の場合、tf値は大
きくなる
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ThemeScapeマップ作成の仕組み
STEP3︓CLUSTERING

• Naive Bayes Classifierを適用

• Document Vectorsを付与

• Vector Space Modeling
（VSM) を適⽤ʻn’ 次元上に特許
文献をプロット

US5298331

EP092048A1

US5734008

EP0710690A1

WO9640509A1

US5731086

Polyimide

Polyimide

Polyimide

L
a
m

in
a
te



23

ThemeScapeマップ作成の仕組み
STEP4︓Map

・等高線
・色づけ
・頂上のキーワード表示



ThemeScape の事前ユーザー設定
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ご利⽤前に、今後の使い勝⼿を良くするため
の、ユーザー設定を⾏ってください。

利⽤前のユーザー設定

選択したフィールド
ThemeScapeマップ上で分析対象にする、
または読むことのできる項目を設定します。
DWPIタイトル・抄録を⼊れておき、良く使う
設定にしておきます。

DWPIタイトル・DWPI抄録（新規性・用
途・優位性）などは、選択したフィールドに入
れておきます。
Both – 分析に利⽤する⽂章
Summerize – マップのポップアップで表⽰

する文章
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利⽤前のユーザー設定

ストップワード
ストップワードは、分析時に、対象から
省くワードです。最初から右のリストを
追加しておくことをお勧めします。

【ThemeScapeストップワードの⼀般的な追加例】
system
apparatus
device
application
use
used for
method
property
properties
profile
excellent
improve
improved
manner
dwpi
claimed
claim
description
include
provide
enable



ThemeScape の作成
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検索集合の作成
検索時のポイント
ThemeScapeは、発明（ファミリー）単位で解析することが多いので、検索はDWPIで
⾏い、ファミリー単位の集合を作成することがお勧めします。

ポイント
ThemeScapeを作成する際は、集合
をワークファイルに保存をしておくこともお
勧めします。いつでも同じ集合に戻り、
解析などを⾏うことができます。



29

ThemeScape作成設定 – 基本情報
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ThemeScape作成設定
– フィールドオプション
解析対象の設定

必要な項目を左から選択し右側に
移します。
必要ない項目は左側に戻します。
※DWPI抄録とタイトルを入れてく
ださい。

１フィールド毎に、処理を選択します。
解析する部分をAnalyzeまたはBothとし、その他
はSummarizeに設定します。
ここでAnalyze(Both)に設定した部分の文章から
テキストマイニングが⾏われ、マップ上に表⽰されるキー
ワードになります。
用途を解析する場合は、抄録-DWPI用途だけ
Analyze(Both)とし、他はすべてSummarizeに
設定します。

用途 – 発明がどのような分野・製品に応⽤されてい
るかを調べます。
新規性 – 発明の内容(技術キーワード)を調べます。
優位性 – どのような改善が⾏われているかを調べます。

初期設定では公報のタイトルと抄録も解析対象に設定さ
れています。これらを解析したくない場合は、これらの処理
をSummarizeまたはNoneにします。

Analyze：解析対象
Summarize：マップ上のポップアップ
表示
Both：AnalyzeとSummarizeの両方
None:ドキュメントの詳細にのみ表示

よく使うフィールドとその処理は
ユーザー設定で保存しておく
ことをお勧めします。またはこ
の画面でデフォルトに設定設
定しておきます。

日付フィールドのうち、上にある方がタイムスライスの
基準になります。

最後に「保存」ク
リック
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参考︓解析対象の設定について

解析の種類 解析の目的 解析対象

用途解析 ・何に使われる技術なのか︖

・⾃社・他社の事業エリア（⽤途）全体傾向、⽤途探索

抄録-DWPI用途をAnalyze(Both)に設定

優位性解析
（課題解析）

・技術にどのような効果（課題）があるのか︖

・特定の事業エリアの課題・ニーズ（優位性）分析

抄録-DWPI優位性をAnalyze(Both)に設定

新規性解析 ・効果を⽣み出す技術的特⻑何なのか︖

・特定の事業エリアの自社・他社の要素技術分析

抄録-DWPI新規性をAnalyze(Both)に設定
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参考︓ThemeScape作成設定 – マップのオプション設定

マップを作成する際、解析のためにピックアップ
する対象から削除するキーワードを⼊⼒します。
検索ワードそのものなど、除くことがあります。
※どこに⼊⼒しても可です。



ThemeScape の分析操作
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作成されたThemescapeマップを開く

リンクをクリックしても
マップが開きます

マップが作成されると、 マークが点灯し
ます。 をクリックすると、マップが開きます。
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マップを⾒る – 基本的なマップ画⾯の⾒⽅

解析に使われたワード（トピック）とその頻度
(いくつのドキュメントで使⽤されているか︖)
が記載されたランキングです。 XY軸に特別な基準はありません。

ワードの使われた方が近いものが近くに配置さ
れています。⼭や海の⾊は、特許数、密度を
示します。各等高線によってできた山の頂上の
ワードはその山の上位3ワードを表示しています。

マップを⼤きく⾒たい場合には、
非表示にすることも可能です。
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マップを⾒る – マップ外観、⽂字の⼤きさ、⼭頂トピック数、⾊付け上限（ドット表示）等の変更

クリック
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をクリックすると、マップを拡大していくことができます。

をクリックすると、マップを縮小、表示範囲を広げます。

は、マップの全範囲を表示します。

マップを⾒る– マップの拡⼤表示
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マップを⾒る– 任意のエリアのレコードを⾒る

「ドキュメントの詳細」タブにすると、その
内容を読むことができます。

選択範囲のトピッ
クワードと、それが
記載されたドキュ
メントの割合ラン
キングです。

等高線を選択します。
等高線内にあるドキュメントがリスト
アップされます。

等高線を選択します。
等高線内にあるドキュメントがリスト
アップされます。
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マップを⾒る–任意のエリアのレコードを⾒る

を選択すると等高線を指定
を選択すると任意の場所を四角で囲む
を選択すると任意の場所を手書きで囲む

範囲選択をやり直す場合は、
⼀度このボタンでリセットします。

範囲選択内のレコードが選択
状態で表示され、一覧にリスト
アップ表示されます。

範囲選択内のレコードが選択状
態で表示され、一覧にリストアッ
プ表示されます。
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マップを⾒る– 任意のエリアのレコードを⾒る

Derwent Innovationのレ
コード画面を開いて、全文を
確認することもできます。

注目しておきたいレコードに
マークを付けておけます。
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参考︓関連レコードの確認︓
マップ上近くになくても類似するレコードが存在する場合があります
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マップを切り取る– 任意のエリアのレコードの出⼒
・2次解析に備えてワークフェイル保存
・Excel形式などでエクスポート

②エリア選択後に
「エクスポート」クリック

⑤保存。エリア内の集合を保存したワークファイル
は「保存データ」⇒「ワークファイル」にあります。

④名前を付
けて

③エリア内のレコードをワークファ
イルに保存またはエクスポート

Derwent Innovationワークファイル︓
エリア内のレコード集合をワークファイルとして保
存します。

エクスポートとレポート︓
エリア内のレコード集合をExcelやPDFでダウン
ロードします。⇒注⽂状況画⾯に切り替わりま
す。

①エリア選択
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マップを切り取る– 任意のエリアのレコードの出⼒

保存データ – ワークファイル 内に保存されます。

マークまたは下記のリンクをクリックすると、
ワークファイルを開いてを確認することができます。

ワークファイルを開き、改めてThemeScapeを作成する
ことで、より細かく解析できるようになります。

例︓特定⽤途の技術（新規性）解析
1次Themescpeは用途マップを作成し、特定用途エリ
アを切り取ってワークファイル保存し、2次Themescape
は新規性マップを作成

リンクをクリックしてもワー
クファイルが開きます
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簡単にマップの傾向を掴む︓
トピック（キーワード）リストを利⽤する

グループの中には、自動的に「Topics」トピック
（キーワード）リストが作成されています。
各トピックをチェックして、マップのどこにそのトピック
があるのか確認し、マップ全体の傾向を掴みます。

色表示される件数は調整できます。デフォルトの上
限は2000件に設定されています。上限の変更はオ
プションメニューで⾏います。P36をご参照下さい。
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簡単にマップの傾向を掴む︓
トピック（キーワード）リストを利⽤する

グループの中には、自動的に「Topics」トピック
（キーワード）リストが作成されています。
各トピックをチェックして、マップのどこにそのトピック
があるのか確認し、マップ全体の傾向を掴みます。「トピックを検索」ではトピック（キーワード）を組み

合わせて、マップ全体の傾向を掴みます。

トピックを⼊⼒して、AND（すべてワード）、OR（いず
れかのワード）、フレーズ検索が可能です。

AND（すべてのワード）︓
実はcoat と materialの関連レコードは沢山ある。

フレーズ︓
coat materialはこの山に集中しているが、他の
山にもポツポツある。
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簡単にマップの傾向を掴む︓
⾃動作成のグループを利⽤する

ThemeScape作成時に、自動的にグ
ループが作成されます。これらを利⽤すると、
自分でグループを作成しなくても、簡単に
⾊を付けるなどして簡単に傾向を⾒ることが
できます。

Publication year : 公報発⾏年
直近5年間のグループも⾃動的に
作成されています。簡単に最近の特許の
分布を確認することができます。

TOP20の
Assignee/Applicant : 出願人
Optimized Assignee: 最適化譲受人
Countries : 公報発⾏国
IPC4 character : IPC
Publication year : 公報発⾏年

※ファミリー単位の集合でDWPIベーシック特許を
解析対象にしている場合、発⾏国は、DWPIベー
シック特許の国です。

Assignee/Applicant : 出願人
どのような出願人がPlayerとして存在するのか、簡単に把握することができます。

※出願人は、公報オリジナルデータの出願人です。名寄せされていませんので、関
連出願人が別個に集計されることがあります。
正確な出願⼈の傾向を解析するには、改めて出願⼈名を検索してグループを作
成することをお勧めします。

クリック
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正確にマップの傾向を掴む︓
出願⼈毎に検索する

出願人グループは、オリジナルの「譲受人/出願人」を使って
自動的に作成されていますが、名寄せされていませんので、関
連出願人が別個に集計されることがあります。

正確な出願人の傾向を解析するには、改めて出願人名を検
索してグループを作成することをお勧めします。

譲受人/出願人－DWPI
や
出願⼈コード – DWPI
などで検索します。

出願⼈の検索だけでなく、様々な観点で検索すると解析
の幅が広がります。

例︓
時系列︓出願年/優先権主張年/公報発⾏年で検索
キーワード︓適当なフィールドで検索
開発国（推定）︓優先権主張国-最先DWPIで検索
特許分類︓IPC/CPCなどで検索
社内分類︓カスタムフィールド
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正確にマップの傾向を掴む︓
出願⼈毎に検索する

検索された結果の集合でグループが作成さ
れますので、グループ名を⼊⼒します。
カラーグループがONになっている場合は、赤、
OFFの場合は、白でマークされます。
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正確にマップの傾向を掴む︓
出願⼈毎に検索する

作成済みのグループが表示
されます。色はチェックした
順番で決まります。 アイ
コンで変更可能です。

表示するレコード集合を選択するものです。
全てを表示する場合は、「結合」(OR)を
選択し、カラーグループにのチェックをONにします。

組み合わ
せモード

説明

グループから表示対象のグループを１つ選択して色表示します。

グループから複数のグループを選択し、全てに当てはまるもののみを色表示します。

グループから複数のグループを選択し、全てを色表示します。

「カラーグループ」のチェックをONにすると、グループごとに色分けすることができます。

グループから複数のグループを選択し、それぞれの差分部分のみを色表示します。

「カラーグループ」のチェックをONにすると、グループごとに色分けすることができます。

グループツールの表示/非表
⽰はここからも⾏えます。

※色付けリセットボタン︓
グループの色付けがうまくいかない場合、
こちらをクリックしてから、再度グループを
チェックして下さい。

色表示される件数は調整できます。デフォルトの上
限は2000件に設定されています。上限の変更はオ
プションメニューで⾏います。P36をご参照下さい。
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正確にマップの傾向を掴む︓
発⾏年毎に検索する

①「タイムスライス」をクリックします。

作成されたタイムスライスが
表示されます。

②「新規」をクリックします。

タイムスライスの年は公報発⾏年または出願年です。
マップ作成の設定（フィールドオプション）に依存し
ます。P30をご参照下さい。

④自動スライスでは、1年か10年
しかないため、任意の期間を自分
で指定する方法をお勧めします。
※必要な分繰り返します。

③期間名を⼊⼒します。

⑤保存します。
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①タイムスライスのしただけでは、色分けがで
きませんので、それぞれをグループ化します。
グループにするタイムスライスを選択します。

正確にマップの傾向を掴む︓
発⾏年毎に検索する

②新規グループ

⑤発⾏年のグループ作成が終わったら
をクリックしてタイムスライス解除

③グループ名は、何でもかまい
ません。タイムスライス名がその
まま表示されますので、そのま
までもOKです。

④保存
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※⾊付けリセットボタン︓
タイムスライスが選択されている場合は、
⼀度このボタンで、選択状態を解除し
ます。タイムスライスが選択されていると、
表示を絞り込んでしまいます。

正確にマップの傾向を掴む︓
発⾏年毎に検索する

色分け表示するグループを選択し、
カラーグループをON, 組み合わせモード
を「結合」にします。

色分け表示するグループを選択し、
カラーグループをON, 組み合わせモード
を「結合」にします。
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出願⼈と出願年の組み合わせで⾊分けして解析する

①今回の場合は、両社が重なる
分の集合が作りたいので、「交
差」（AND）を選択します。

組み合わせるグループの
チェックをONにします。
②組み合わせるグループ
のチェックをONにします。

③新規グループ

⑤保存

④選択状態になったレコード集合を対
象に、新規のグループを作成します。
グループ名を⼊⼒して、OKをクリックしま
す。
例︓ UBER 2018-2020
※必要な分、作業を繰り返します。

⑤保存
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参考︓マップの俯瞰 - ラベル編集 –
トピックワードを分かり易く変更する/日本語に書き変える

マップ上の⾒出し語は、分かりやすいよ
うに、編集することができます。

① をクリック

② 変更するラベル部分をクリック

③ラベルを編集して「了解」をクリック

①

②

③



ThemeScape マップを
社内で共有する



56

作成したマップの共有

Derwent
Innovation

共有フォルダ

事前にマップを⾒られる
ようにしておきますので、
各自確認してからミー

ティングを⾏いましょう︕

マップ発⾏
共有・保存

作成・編集

アクセス
アクセス

読取り＋検索
ビューアー

読取り＋検索
ビューアー

知財担当

戦略・企画担当

研究部門

共有フォルダ（公開⽤フォルダ）︓
Derwent Innovation上の各企
業専用エリア

検索結果や検索式・マップ・グラフ
など、作成物を保存して必要な
グループなどで公開できます。

※不必要なグループ/人に公開しないよう、フォルダ毎
にアクセス権も設定できます。
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読み取り専用のマップを公開する

①どのように公開するかを設定します。

公開するグループを設定します。
作成したグループはすべて公開せずとも、公に
するグループを選択しておくことができます。

公開するタイムスライスを設定します。
作成したタイムスライスはすべて公開せずとも、公に
するタイムスライスを選択しておくことができます。
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読み取り専用のマップを公開する
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読み取り専用のマップを公開する

公開フォルダ中に、任意にフォルダを作
成し、公開する場所を選択することも
できます。
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公開された読み取り専⽤のマップを⾒る

公開用フォルダの指定のフォルダに公開された
読み取り専用のマップが保存されます。
マップは、 マークで表示されています。

マークをクリックして、開くことができます。

リンクをクリックしても
マップが開きます
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読み取り専用のマップは、Derwent Innovation
Analyst のIDを持っていない人でも、開くことができます。
新たなマップを作成したり、タイムスライスやグループを作成す
ることはできませんが、それ以外のすべての操作を⾏うことがで
きます。

公開された読み取り専⽤のマップを⾒る

印刷や画像(JPEG)
ファイルとして保存する
こともできます。



その他・補足
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ThemeScapeマップで効果的な俯瞰分析をしたいので、基本的なノウハウを知りたい。マップの作成手
順は分かるが、実践的な使い方を知りたい。

 典型的なマップの地形

ThemeScape俯瞰マップの効果的な利⽤のヒント

⼤陸は共通するワー
ド・フレーズで寄せ集
まった
類似特許群。

島は特異的な特許群⇒
特徴的な事業エリア、
ニッチマーケット、特
異的な発明効果・課題、
特異的な⽤途など。

⼤陸が分断されるケース。

上記の場合、類似特許群
は２つに大別されていて
る。全く異なる、⼤規模
な事業エリアや用途、全
く異なる課題など。

⼤陸と島 ⼤陸が分かれる

マップの種類

 用途マップ

 課題（優位性）マップ

 技術（新規性）マップ

 自社の特許を加えたマップ

 被引用特許のマップ

 他のデータベースなどであ
らかじめ用意した自社・他
社特許リスト

 論⽂マップ（特許マップと
比較）

etc.
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ThemeScapeマップの種類︓
⺟集合×分析軸×ワード調整の3つの要素で決まります

各社（⾃社・または他社）の研究開発・事業領域の現状把握①

⺟集合の検索条件

キーワード
特許分類

× 年代

DWPI用途マップ DWPI優位性マップ DWPI新規性マップ

各社の事業領域 各社の解決課題 各社の得意技術

DWPI優位性マップ DWPI新規性マップ

注目用途の解決
課題
⇒他社はどんな課
題を解決してこの
用途（事業）に
進出するのか

注目用途の技術
⇒他社はどんな技
術でこの用途（事
業）に進出するの
か

注⽬⽤途の特許群を切り
取り、マップ作成へ（深掘
り）

各社（自社・または他社）の研究開
発・事業領域の現状把握②

⺟集合の検索条件

⾃社で管理してきた特許
公報番号のリスト

主な3つの分析軸

年代範囲は業界によって異なる
直近5年や10年など。
件数によって調整。

件数の⽬安︓数百~数万件
出願件数の多い業界はそれ以上

マップのでき次第（想定したワード
が⾒当たらないなど）で⺟集合の
⾒直しも必要
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ThemeScapeマップの種類

⺟集合の検索条件

自社特許の
被引用特許

DWPI用途マップ

自社では想定してい
ない他社特許の用
途が判ることも

自社の強みを活かした用途を検討したい②

自社・他社の事業エリア・強み・弱みを比較したい

⺟集合の検索条件

キーワード
特許分類

×出願⼈︓
自社・他社

× 年代

DWPI用途マップ

自社・他社の事業
領域・⽴ち位置

自社他社の解決
課題・強み/弱み

DWPI優位性マップ

自社の強みを活かした用途を検討したい①

⺟集合の検索条件

DWPI優位性の自
社キーワード

DWPI用途マップ

自社では想定してい
ない他社特許の用
途が判ることも

強みと思われる自社キーワードをピッ
クアップ
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対象マーケットの
キーワード
特許分類

ThemeScapeマップの種類

マーケットの中で⾃社の特許の位置付けを知りたい。その特許と類似している特許は︖競
合の可能性は︖ライセンスアウト先の候補は︖

⺟集合の検索条件

キーワード
特許分類

× 出願⼈︓
自社・
M&A候補

× 年代

DWPI用途マップ

自社・M&A候補
先の事業領域・
⽴ち位置

自社・M&A候補
先の解決課題・
強み/弱み

DWPI優位性マップ

M&Aの候補先は⾃社のポートフォリオを強化するか︖相乗効果はあるのか︖

⺟集合の検索条件

＋
自社の特許

DWPI用途マップ DWPI優位性マップ DWPI新規性マップ

特許出願されていない有⼒技術はあるのか︖

特許⺟集合の検索条件

キーワード
特許分類

× 年代

論⽂⺟集合の検索条件

キーワード × 年代

DWPI抄録マップ

特許マップで出
現しない技術は
あるか︖

論⽂抄録マップ

OR演算でマージ

比較
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解析対象の集合の準備

 特定の技術分野の⾃社・他社の⽴ち位置を解析

 ⇒集合はキーワード・特許分類などの検索結果

 自社と特定企業の比較

 ⇒集合は出願⼈の検索結果

 事前に用意した特許（番号）リストを解析

 ⇒特許番号の検索結果

 自社特許を引用した他社特許（被引用）の用途解析

 ⇒DPCI引⽤特許出願⼈と出願⼈の検索結果

 関連技術分野内での注目特許の評価

 ⇒関連技術分野の集合に評価したい特許を加えた集合
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マップ作成後の応用

 特定用途の技術解析

⇒⽤途マップの特定エリアを切り取る。

 ⽤途探索（今まで気付かなかった⽤途の候補）

⇒新規性マップ・用途マップと作成

 ⇒新規性マップを切り取り、切り取った特許を⽤途マップ上で検索
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DWPI特有のワードを除く

⺟集合作成に使⽤した検索キーワードを除く

⺟集合の特徴・分野に特有のワードを除く

既存マップにストップワードを追加して作成し直す手順

ストップワードの選び方
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DWPI抄録でよく使われているが、分析に必要な技術的な意味がないワードがあります。

DWPI抄録 優位性に頻出ワード︓excellent

DWPI抄録 ⽤途に頻出ワード︓application

DWPI特有のワードを除く
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検索キーワードはマップ上に沢⼭表⽰されることがあります。これにより新しい気付き（想定外のワード）が埋もれてしまう可能性がありま
す。既に把握している情報のため、分析対象から外しても良いかもしれません。

⺟集合作成に使⽤した検索キーワードを除く

⺟集団作成の検索キーワード
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⺟集合の特徴・分野に特有のワードを除く①
マップ全体を囲む
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⺟集合の特徴・分野に特有のワードを除く②
マップ作成に使われた全トピックワードが表示
されています。上位のワードの中で、分析を特
徴付けないと思われるワードをピックアップ。
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⺟集合の特徴・分野に特有のワードを除く③

Topicsにはマップを特徴付ける（山頂に表示されるような）ワードが表示されています。
マップ全体に広がっているワードは山を特徴付けないため、ここには表示されていません。
この中には既によく知っているワードも含まれていることがあります。それらをピックアップしてストップワードに設定すると、
馴染のないワードでマップが作成され、新しい気付き（ 想定外のワード）が⾒つかる可能性が⾼まります。
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既存マップにストップワードを追加して作成し直す

❶

❷
❸

❹

❺

以下の⼿順ですと、元のマップを残したまま、ストップワードを変更して新たにマップを作成できます。

❻



テキストクラスタリング機能
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テキストクラスタリング機能

検索結果の特許に対してテキストマイニングすることにより、頻出のワード毎に特許
を階層状に分類する機能です。ワードを⾒ることで検索結果の特許リストの特徴を把
握したり、ワードをクリックすることで支分けされた特許を抜き出すことができます。

キーワードが階層化された状態で表示されます。
キーワードをクリックすると、そこに分類されたレコードのリストが
表示され、興味のある案件を取得できます。
複数選択を⾏う場合は、Ctrlを押しながら2つ⽬以降をクリックします。
※１つづつ右側のリストが更新されるまで待って操作をお願いいたし
ます。

ツリー表示とサンバースト(次ページ)
の切り替えが可能です

テキストクラスタリングの保存
を⾏って置くことができます
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テキストクラスタリング機能

外向きの三角は件数の少ないクラスタがまだあること
を示します。クリックすると表示され、三角印は内向
きになります。

マウスをクラスタの上にポイントすると円の中心にその
文字が表示され、大きく確認できます。
（紫色の表示）

ツリー表示と同様に、複数選択が可能です。
（薄オレンジ色の表示）
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テキストクラスタリング機能︓利⽤⼿順

②

③④

解析したいフィールドをピンポイントでも全体でも
選択して解析できます。
※DWPI抄録をピンポイントで選択するのがお
すすめです。

①

⑤

⑥

①テキストクラスタリングで分
析できるレコード件数の上限は、
1万件です。
1万件以内であることを確認し
ます。

②③④「レコードを解析」⇒
「テキストクラスタリング」を
選択

⑤解析に使用するテキスト
フィールドを選び、「選択した
フィールド」に移⾏します。

⑥「作成」ボタンをクリック
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DWPI抄録別および1stレベルデータのテキストクラスタリング比較

1stレベルデータよりも、DWPIの抄録をピンポイントで利⽤してテキストクラスタリングを⾏うこ
とにより、より目的を絞ったキーワード抽出が可能になり、より精密な分析が可能になります。

例︓ 生分解性ポリマー・プラスチック

解析対象︓タイトル・抄録 解析対象︓DWPI抄録ー用途 解析対象︓DWPI抄録ー優位性

改善事項などについての単語が
抽出されています

何に利⽤するのか︖についての
単語が抽出されています

一般的な技術用語が多いように
⾒受けられます



ThemeScape vs テキストクラスタリング

テキストクラスタリングは、素早く、目的のフィールドの文章から
キーワードのカテゴリを⾒つけ、抜き出したりするのに適しています。

ポイント ThemeScape テキストクラスタリング

件数上限 300万件
ファミリーの場合6万件
※色分け、1画面の表示上限は6万件

1万件
※今後、上限を増やす計画はありますが、現状1万件です

スピード 件数により、数分〜15分程度 件数により数⼗秒から数分程度

解析性・詳細設定 ストップワード設定︓ 〇
分析対象フィールド選択︓ 〇
カテゴリ︓ レコードはマップ上に１つ

ストップワード設定︓ ×
分析対象フィールド選択︓ 〇
カテゴリ︓ 関係するカテゴリ複数に入ります

部分選択 ⼀度に1つの等高線、自由範囲選択
で範囲を特定して保存

複数のカテゴリを選択して⼀度に抽出可能

用途 地図のように等高線で描き、企業比較
や時系列等のトレンドを把握する

ツリー構造・サンバーストグラフで、キーワードを
構造化して⾒せ、興味のある部分をピックアッ
プする

81



About Clarivate

Clarivate  is a leading global provider of transformative intelligence. We offer enriched data, insights & analytics, workflow solutions and 
expert services in the areas of Academia & Government, Intellectual Property and Life Sciences & Healthcare. For more information, 
please visit clarivate.com.

© 2024 Clarivate. All rights reserved

Clarivate and its logo, as well as all other trademarks 
used herein are trademarks of their respective owners 
and used under license.

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)︓0800-170-5577
Tel︓03-4589-3107
Email:  ts.support.jp@clarivate.com

サービス時間︓⽉ー⾦（祝祭⽇を除く）
午前9時30分〜午後5時30分

サービス全般に関するお問い合わせ

Tel:03-4589-3101

https://clarivate.com/
mailto:ts.support.jp@clarivate.com

	Slide1
	目次
	Slide3
	ThemeScape（テーマスケープ）とは
	ThemeScape（テーマスケープ）とは:�文献のプロファイル（各単語の出現回数・統計）
	ThemeScape（テーマスケープ）とは:�プロファイル結果を基に仕分け
	ThemeScape（テーマスケープ）とは: �仕分けた類似の文献群をThemeScapeマップへ
	主なThemeSapeマップの種類
	Slide9
	ThemeScapeマップ例：特許情報から自社・他社の技術分布を知る-①��自動運転自動車の関連技術の新規性マップ�母集合はDWPI用途に「自動運転自動車」が含まれる特許（ファミリー）��
	ThemeScapeマップ例：特許情報から自社・他社の技術分布を知る-②��自動運転自動車の関連技術の新規性マップ�母集合はDWPI用途に「自動運転自動車」が含まれる特許（ファミリー）��
	ThemeScapeマップ例：２社間得意分野分析：�M&Aを検討時の技術マップ　買収した会社A (赤) 　買収された会社B(青）
	ThemeScapeマップ例：企業の技術開発トレンド�
	ThemeScapeマップ例：特定技術のオーソリティ調査
	ThemeScapeマップ例：技術用途・新規性解析
	ThemeScapeマップ例：技術用途・新規性解析�カーボンナノチューブ製造（用途）の新規性マップ
	ThemeScapeマップ例：技術の時系列推移
	ThemeScapeマップ例：文献による研究動向調査
	Slide19
	ThemeScapeマップ作成の仕組み�STEP1：HARVEST
	ThemeScapeマップ作成の仕組み�STEP2：ANALYZE
	ThemeScapeマップ作成の仕組み�STEP3：CLUSTERING
	ThemeScapeマップ作成の仕組み�STEP4：Map
	Slide24
	利用前のユーザー設定
	利用前のユーザー設定
	Slide27
	検索集合の作成
	ThemeScape作成設定 – 基本情報
	ThemeScape作成設定 �– フィールドオプション�解析対象の設定
	参考：解析対象の設定について
	参考：ThemeScape作成設定 – マップのオプション設定
	Slide33
	作成されたThemescapeマップを開く
	マップを見る – 基本的なマップ画面の見方
	マップを見る – マップ外観、文字の大きさ、山頂トピック数、色付け上限（ドット表示）等の変更�
	マップを見る– マップの拡大表示�
	マップを見る– 任意のエリアのレコードを見る�
	マップを見る–任意のエリアのレコードを見る
	マップを見る– 任意のエリアのレコードを見る�
	参考：関連レコードの確認：�マップ上近くになくても類似するレコードが存在する場合があります�
	マップを切り取る– 任意のエリアのレコードの出力�・2次解析に備えてワークフェイル保存�・Excel形式などでエクスポート�
	マップを切り取る– 任意のエリアのレコードの出力�
	簡単にマップの傾向を掴む：�トピック（キーワード）リストを利用する
	簡単にマップの傾向を掴む： �トピック（キーワード）リストを利用する
	簡単にマップの傾向を掴む： �自動作成のグループを利用する
	正確にマップの傾向を掴む： �出願人毎に検索する
	正確にマップの傾向を掴む： �出願人毎に検索する
	正確にマップの傾向を掴む： �出願人毎に検索する
	正確にマップの傾向を掴む： �発行年毎に検索する
	正確にマップの傾向を掴む： �発行年毎に検索する
	正確にマップの傾向を掴む： �発行年毎に検索する
	出願人と出願年の組み合わせで色分けして解析する�
	参考：マップの俯瞰 - ラベル編集 –�トピックワードを分かり易く変更する/日本語に書き変える�
	Slide55
	作成したマップの共有
	読み取り専用のマップを公開する�
	読み取り専用のマップを公開する
	読み取り専用のマップを公開する
	公開された読み取り専用のマップを見る
	公開された読み取り専用のマップを見る
	Slide62
	ThemeScape俯瞰マップの効果的な利用のヒント
	ThemeScapeマップの種類：�母集合×分析軸×ワード調整の3つの要素で決まります
	ThemeScapeマップの種類
	ThemeScapeマップの種類
	解析対象の集合の準備
	マップ作成後の応用
	ストップワードの選び方
	DWPI特有のワードを除く�
	母集合作成に使用した検索キーワードを除く�
	母集合の特徴・分野に特有のワードを除く①
	母集合の特徴・分野に特有のワードを除く②
	母集合の特徴・分野に特有のワードを除く③
	既存マップにストップワードを追加して作成し直す�
	Slide76
	テキストクラスタリング機能
	テキストクラスタリング機能
	テキストクラスタリング機能：利用手順
	DWPI抄録別および1stレベルデータのテキストクラスタリング比較
	ThemeScape vs テキストクラスタリング
	Slide82

